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  Tel&Fax 022-795-3263 
E-mail s.children@sed.tohoku.ac.jp 

http://www.craftmap.box-i.net/ 

-  

「あなたはなぜそこに座ったのですか？」

事前にウェブサイトからの参加申込を
お願いしています。当日参加も可能です。

参
加
申
込 www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

アクセス　

参加無料

市営地下鉄東西線青葉山駅北1出口から徒歩1分

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

行 動 の “ みなもと”を探る。行 動 の “あらわれ ”を読み解く。

「 私はなぜここに座ったのだろう？」

「
情
報
科
学
」か
ら「
行
動
の
因
果
」を
考
え
る

東
北
大
学

自分らしさを構成するゲノム

“みなもと”を探る。“あらわれ”を読み解く。
東北大学  大 学 院 情 報 科 学 研 究 科シンポジウム　「 情 報 科 学 」から「 行 動の因果」を考える

駅や公園、教室などで、座る席を選ぶことは日常的な行動の一つです。でも「なぜそこに座ったのか？」と問われたら、あなたはその行動を明快に説明できるで

しょうか。理由は一つではないかもしれませんし、特に理由なく選んでいることも多いでしょう。実際、私たちの行動にはとても多くの要素が関係しており、そこには

人類共通の普遍的な理由も、ある人に特有の理由もあるはずです。そこで、今回の情報科学研究科シンポジウムでは、「情報科学」の視点から「行動の因

果」を解き明かしたい。行動の"みなもと"を探り、行動の"あらわれ"を読み解くことで、自分の行動をどのように理解できるのか。本シンポジウムに参加して、私た

ちの日々 の行動に潜む自分らしさを、一緒に考えてみませんか。

会場の都合上、事前登録をお願いします。
当日の参加も可能ですが、席の準備ができな
い場合はご了承ください。

2017年2月18日（土）
市営地下鉄 東西線 青葉山駅 北1出口より徒歩1分
（地下鉄仙台駅から9分）

東北大学 大学院情報科学研究科棟 2階 大講義室会　場 ：

日常生活の中にある無意識の行動や選択。それらは、文化や経験を背負った唯一無二の存在として
の個性のあらわれなのか? それとも、ヒトという生物としての特質のあらわれなのか？ 行動の「自分らし
さ」について、自分を他の人と区別する視点からだけでなく、他の生物と区別する「ヒトらしさ」という視
点からも考えてみます。

ゲノム解析の進歩に伴い、親子が似ているメカニズムやゲノムが自分ら
しさを決める仕組みの理解が急速に進んでいます。本講演では、ゲノム
解析研究の最近の進歩の一端として、同じ人を異なる遺伝子検査
サービスで解析し、その結果を具体的に比較することで、個人のゲノム
解析サービスの可能性と課題を探ります。

木下 賢吾 教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

ゲノム科学の視点から　

講演1 ストレスと行動の接点を探る

変動する外界の影響を受け、私たちは日々流動的な状態にあります。特に
私たちの状態を「歪ませる」ストレスは、時として生存そのものを脅かす要
因にもなります。これに抗するために具わっているのが生体内部環境を維
持する防御システムです。今回は、特に脳内ストレス防御機構とその行動
への影響について皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

井樋 慶一 教授
（システム情報科学専攻 生体システム情報学）

神経科学の視点から

講演2

生物行動のシステム科学

動物にとって移動することは最も重要な生命活動の一つです。適切な
経路を選択して目的地に到達することを「ナビゲーション」と呼びます
が、ナビゲーションには環境や体内の情報を移動行動に反映する能力
が不可欠です。今回は、生物のナビゲーションの仕組み（脳内計算）を
システム科学的に解明する手法を解説します。

橋本 浩一 教授
（システム情報科学専攻 知能ロボティクス学）

システム科学の視点から　

講演3

マンガの読みの視線行動

マンガの読者は、線画に文字、音韻情報といった複雑な情報を統合し
ながらストーリー（シーンの時空間的な連続性や事象の変化）を理解し
ていきますが、その際の視線の動きには読み手の性別や性格などが反
映されます。今回は、マンガの読み手の個性と視線行動との関連性に
ついて、アイトラッキング実験の知見から考察します。

和田 裕一 准教授
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

認知心理学の視点から　

講演5

親離れ子離れの数学

生物現象研究の学際分野として数理生物学が扱ってきたテーマの一つ
が動物の行動です。本講演では、動物の親子関係を進化の帰結として捉
える生物学の理論の一例として、数学を用いて展開される親離れ・子離
れのタイミングの決定理論について紹介します。現象の科学的な捉え方と
しての数学に触れてみてください。

瀬野 裕美 教授
（情報基礎科学専攻 情報基礎数理学）

行動生態学の視点から

講演4

SF映画「The Matrix」の世界は来るのか

私たちのあらゆる感覚と運動指令は活動電位と呼ばれる電気信号に変
換され、脳・神経系を駆け巡ります。この性質を利用して脳と機械を直接
接続するのが、ブレイン・マシンインタフェース技術です。しかし接続できる
のは「現実の物理世界」だけでしょうか？ 今回は、SFのような世界が実現
しつつある現状を考察します。

片山 統裕 准教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

BMIの視点から

講演6

長野 明子 准教授

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

パネルディスカッション

「自分らしさとは？」
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

モデレータ

開場

開会の挨拶

講演1～3

講演4～6

パネルディスカッション

閉会

12：30

13：00

13：10～14：25

14：35～15：50

16：00～17：00

17：00

申込方法

www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

ウェブサイトのお申し込みフォームに必要事項
（氏名、所属、連絡先）を明記のうえ、お申し込
みください。

あなたならどこに座りますか？

情報科学研究科情報科学研究科

南1

特設ウェブサイトで
質問・回答受付中！

青葉山駅北1

N



18:00-19:45

&

楽しい知識、挽いてます。
東北大学2016年度 後期プログラム

サイエンスカフェ、リベラルアーツサロンは東北大学が

主催する「学問をもっと身近に、もっと楽しくする」参加

型のトークイベントです。参加は無料、年齢制限はありま

せん。皆様のご参加をお待ちしています。

誰でもその場で、飲み物を片手に
気軽に参加できるスタイルです

F R E E
事前申し込みは不要です

参 加 費 無 料

お問い合わせ・連絡先
東北大学 サイエンスカフェ東北大学 総務企画部広報課社会連携推進室
022-217-5132

せんだいメディアテーク 1F　オープンスクエア

東北大学片平キャンパス 片平北門会館 2Fエスパス

A

B

※テーマ・講師などについては予告なく変更する場合があります。※開催の様子をカメラなどで撮影し、東北大学において、その写真をホームページなどの広報用に使用する場合がありますのでご了承ください。

郷土芸能×デジタル

10/7 [金]
准教授

[教育情報学研究部]
佐藤 克美

第43回 リベラルアーツサロン

A

インフラって何だろう？
～暮らしを支える縁の下の力持ち～

11/18 [金]
教授

[工学研究科]
久田　真

第134回 サイエンスカフェ

A

産まれる前から心電図
～胎児心電図を病室内で
　測れるようにする～

10/21 [金]
教授

[医学系研究科]
木村 芳孝

第133回 サイエンスカフェ

A

プレートテクトニックな宝石 
～美しく輝ける「石」と地球史～

3/17 [金]
教授

[東北アジア研究センター]
辻森　樹

第138回 サイエンスカフェ

AA

知的コンピューティングが
拓く医療の世界

1/13 [金]
准教授

[情報科学研究科]
張山 昌論

第136回 サイエンスカフェ

なぜグローバル企業の
トップに抜擢されるのか？
～インド人の「能力」と「脳力」～

1/20 [金]
山下 博司

第45回 リベラルアーツサロン

A

教授
[国際文化研究科]

アレルギーになる仕組み、
くすりが効く仕組み

2/24 [金]
平澤 典保

第137回 サイエンスカフェ

A

教授
[薬学研究科]

Cubic Earth
 ～もしも地球が
　 立方体だったら～

12/14 [水]
教授

[理学研究科]
須賀 利雄

第135回 サイエンスカフェ

A

※開催曜日に注意

江戸の学び 
～近世庶民の学習世界～

11/11 [金]
教授

[教育学研究科]
八鍬 友広

第44回 リベラルアーツサロン

B
※開催場所に注意

東北大学総務企画部広報課校友係 (東北大学萩友会事務局)東北大学総務企画部広報課校友係 (東北大学萩友会事務局)
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-1
TEL 022-217-5059 　E-mail alumni@grp.tohoku.ac.jp
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-1
TEL 022-217-5059 　E-mail alumni@grp.tohoku.ac.jp

■お問い合わせ・郵送先■お問い合わせ・郵送先

■お申込方法

■主催　東北大学、東北大学萩友会、東北大学基金、東北大学関西萩友会■主催　東北大学、東北大学萩友会、東北大学基金、東北大学関西萩友会

2月22日(水)2月22日(水)
平成29年

17：00まで申込締切

WEB

59105910
FAX送信先FAX

インターネットからのお申込みはこちら

http:///www.tohoku.ac.jp/kansai/http:///www.tohoku.ac.jp/kansai/

022-217-

裏面申込書をご記入のうえ、FAX・または郵送にて送付ください。
(郵送の場合は、2月22日(水)萩友会事務局必着とさせていただきます。）
なお、インターネットからのお申し込みも受け付けております。

▶JR大阪駅：中央口右方向徒歩1分(JR大阪駅直結)
■ホテルグランヴィア大阪までのアクセス■ホテルグランヴィア大阪までのアクセス

大丸
大丸梅田店

コインロッカー日本旅行

みどりの窓口JR 大阪駅
中
央
口

桜橋口

▲中央北口(2階)

▼中央南口

御堂筋南口▶

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

セントラルコート

コン
ビニ

平成２9年

33 55月月 日日 (日)(日)

ホテルグランヴィア大阪
大阪府大阪市北区梅田3丁目1番1号

卒業生、在校生、卒業生および在校生の家族、
現旧の教職員、一般(高校生可)

対象

会場

講演会 13:30～15:50　　会場　20階　名庭Ｂ・Ｃ

東北大学副学長/東北大学萩友会代表理事　 

東北大学総長/東北大学萩友会長　　　　　

■東北大学と萩友会の活動紹介　　

入場無料

青木　孝文

■挨拶・東北大学の現状

東北大学関西萩友会会長　　　　　■挨拶 杉山　一彦

懇親会 16:00～17:30　　会場　20階　名庭Ａ

会費：6,000 円 (立食形式）　会費は当日受付にて申し受けます(高校生以下の同伴者は無料）

東北大学理事 /大学院医学系研究科教授

腎・高血圧・内分泌学
分野のエキスパート 伊藤　貞嘉

いとう さだよし

1979年(昭和54)東北大学医学部卒業。生活習慣病にお
ける「食塩や肥満」と「高血圧、腎障害と血管病」の関
連を研究。国内外からの評価も高く、文部科学大臣表
彰科学技術賞、日本高血圧学会栄誉賞のほか、日本人
で初めてアメリカ高血圧学会の最高栄誉賞を受賞。

腎 臓と高血圧腎臓と高血圧

講演会　13:30～
懇親会　16:00～
講演会　13:30～
懇親会　16:00～

 (開場13：00) (開場13：00)

里見　　進

の教職員、一般(高校生生可)

孝文孝文

進進

彦

般(高 生
の

進進進進進進進見

一一彦彦

料

族
校生般般

ご家族、ご友人を
お誘いあわせの上、
奮ってご参加ください

ご家族、ご友人を
お誘いあわせの上、
奮ってご参加ください

災害に対応する
タフ・ロボティクス
災害に対応する
タフ・ロボティクス
―ひとりでも多くの命を救いたい ! !
　　　　　　災害ロボットの挑戦―
―ひとりでも多くの命を救いたい ! !
　　　　　　災害ロボットの挑戦―

▼「ワールドクラスへの飛躍」の取組みから ▼「復興・新生の先導」の取組みから

東北大学大学院情報科学研究科教授

田所　諭
たどころ さとし

1984年(昭和59)東京大学大学院修士課程修了。博士
(工学)。福島第一原発の調査に活用された、Quince、
能動スコープカメラなど、災害現場調査用ロボット
を開発。米国IEEEロボット・自動化国際学会会長、内
閣府ImPACTプログラムマネージャー。

災害ロボティクス分野の
第一人者

日時

―何故ヒトは高血圧になるのか？
　　　　　　　　　進化の宿命―
―何故ヒトは高血圧になるのか？
　　　　　　　　　進化の宿命―

萩友会 関西交流会
－東北大学コミュニティの形成に向かって－

ホテルグ
大阪府大阪市北区

会場

会講演会講演会会

会会流会会会会流会流会会流流流流流交流交交交交交関西西関関関関会会 会 会会会会友会友会友会会会会友友会友会会会会友友会友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩 交流交交流萩友友友会 西西 流流交交交 会
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第２回 東北大学病院
肝臓病教室のお知らせ

このたび、肝臓の病気をお持ちの患者さんとその

ご家族などを対象に肝臓病教室を開催いたします。

ご興味のある方はどなたでもご気軽にご参加下さい。

日時：22017 年 3 月 28 日（火）

15時 30分～16時 30分

場所：東北大学病院外来 1階 キキャンサーボード室

テーマ「放っておいていいの？脂肪肝」

講師：東北大学病院 消化器内科 助教 嘉数英二 先生

ご参加いただいた方からのご質問にお答えするコーナーや、お話し
合いの機会も設けたいと思います。

問い合わせ先：022-717-7031（肝疾患相談室）
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